
①フレックス方式の導入 ②余裕期間の長さを120日から180日に変更

建設工事における余裕期間制度の活用拡大について

◀◀ 余裕期間 ▶▶ ◀◀ 発注者が示す実工期 ▶▶

◇フレックス方式 受注者が工事の始期を余裕期間内で選択でき、終期を全体工期内で選択できる方式

↑発注者が示す始期
受注者が契約時に
工事の始期を選択できる期間

◀ 余裕期間 ▶ ◀◀ 受注者が実工期を設定 ▶▶

発注者が示す工事の終期までの期間内で実工期の設定が可能

↑受注者が工事の始期を設定

発注者が示す終期↑
受注者が工事の終期を設定↑

◀◀ 余裕期間 ▶▶ ◀◀ 実工期 ▶▶

◇任意着手方式 受注者が工事の始期を余裕期間内で選択できる方式

↑発注者が示す始期
受注者が契約時に
工事の始期を選択できる期間

◀ 余裕期間 ▶ ◀◀ 実工期 ▶▶

実工期は変更できない

↑受注者が工事の始期を設定

◀◀ 余裕期間 ▶▶ ◀◀ 実工期 ▶▶

◇発注者指定方式 余裕期間内で工事の始期を発注者があらかじめ指定する方式

↑工事の始期を指定

発注者が示す終期↑


